
　　　　　　癌化学療法輸液約束処方　食11

癌種 食道癌

レジメン名　 食11 DCF

薬 品 名  （商 品 名） 一　般　名 略号 標準投与量 投与経路 投与時間 投与日 1コースの期間

フルオロウラシル フルオロウラシル 5FU 750 mg/m2 CV 24時間 DAY 1-5

21日間シスプラチン シスプラチン CDDP 70 mg/m2 CV 120分 DAY 1

ドセタキセル ドセタキセル DOC 70 mg/m2 CV 60分 DAY 1

【 DAY 1 】　 【 DAY 2,3,4,5 】

CV CV

①　NS 1000 ml + マグネゾール1A + KCl 1キット / 120分 ①　NS 500 ml + フルオロウラシル           mg / 24時間
②　NS 100 ml + デキサート 1.5V / 10分 ②　NS 50 ml /5分（Day 5のみ）

③　NS 100 ml + アロカリス 1V + アロキシ 1V / 30分

④　5％TZ 250 ml + ドセタキセル          mg / 60分　☆フィルター使用 側管 

⑤　NS 250 ml + シスプラチン          mg / 120分 10：00～　NS 100 ml + デキサート1V / 30分

⑥　NS 500 ml + フルオロウラシル           mg / 24時間

側管 ⑥と同時に

①　NS 500ml / 60分

②　マンニットール 300 ml / 60分

【　備考　】

・シスプラチンの神経障害（聴覚障害など）に注意　総投与量：500-600ｍｇ/ｍ2

・必要に応じて補液追加

【　投与基準　】

Cre≦1.2　BUN≦25mg/dl　Ccr≧60ml/min　T-bli≦1.5mg/dl　AST,ALT≦100

WBC≧4000　かつ　≦12000　好中球≧1500　Hb≧10　Plt≧10×104/ｍ3
R8.6.22 改訂


